








Survey on Changes of Attitude of Graduates after Completion 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































思う 思わない 無回答    (n=272)
 
表２　看護に対する考え方について（卒業生）（N＝ 230）
【カテゴリ】 〈サブカテゴリ〉 コード
【根拠のある看護実践】
（77）
〈根拠の意識化〉
・エビデンスを考える
・処置や検査の必要性を考える
・業務の流れの中ででも処置に対して考える　　（46）
〈根拠に基いた実践〉
・医師に対し援助の根拠を説明する
・疾患についての理解、関連付け
・患者へのアドバイス
・根拠に基いて自分の意思で行動できる　　　　（31）
【看護観の変化】
（46）
〈専門職としての自覚〉
・経験に基づく実践でなく看護として捉える
・指示のみでなく考えて行動
・看護のプロ意識　　　　　（34）
〈看護観の変化〉
・看護観の明確化
・病気ではなく人を観る
・患者の生きる力を引き出す　　　　　　　　　（12）
【自信と責任】
（41）
〈知識の広がりによる
自信ある行動〉
・質問に答えられる
・療養指導の幅の広がり
・病状の理解に確信　　　　　　　　　　　　　（31）
〈仕事への責任感〉		
・状況に対する判断が出来る
・観察力や責任感を持って行える
・専門職という自覚　　　　　　　　　　　　　（10）
【	対象の捉え方】
（34）
〈個別性を重視した
考え方〉
・患者の全体像を観る
・発達段階、背景、心理を考える
・相手に分かる説明
・見えない所に思いを寄る　　　　　　　　　　（27）
〈患者・家族を含めた
ケアの視点〉
・看護の対象の広がり、患者・家族、取り巻く人々
・患者・家族への心配　　　　　　　　　　　　	（4）
〈高齢者の見方の変化〉
・高齢者に対する考え方
・特養における発達段階への関心　　　　　　　	（3）
【向上心】
（16）
〈向上心の深まり〉
・自主的にセミナーに参加
・研究への取り組み
・更なる専門的知識の獲得　　　　　　　　　　（12）
〈視野の広がり〉
・福祉・専門分野に興味
・看護動向への視野の広がり　　　　　　　　　	（4）
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したか」の自由記述欄には223名の記述があり、
単文数276から意味のある文脈数（コード）は
計230であった。内容分析では、〈根拠の意識化〉
〈根拠に基づいた実践〉のサブカテゴリから、
【根拠のある看護実践】、〈専門職としての自覚〉
〈看護観の変化〉から【看護観の変化】、〈知識
の広がりによる自信ある行動〉〈仕事への責任
感〉から【自信と責任】、〈個別性を重視した考
え方〉〈患者・家族を含めたケアの視点〉〈高齢
者の見方の変化〉から【対象の捉え方】、〈向上
心の深まりや〉〈視野の広がり〉から【向上心】
の11の〈サブカテゴリ〉と５つの【カテゴリ】
を抽出した。（表２）
Ⅵ．考　察
看護に対する意識について
　藤田は「准看護師教育は、カリキュラム上の時間
的制約から、知識が咀嚼されないままに実習にはい
ること、理解が中途半端なことも多く、“看護とは
“の意味を考えることを知らないまま卒業し、准看
護師として働き続けてきたことに問題がある」5）と
している。また、法的に准看護師は医師、看護師な
どの指示のもとで業務を行うことが規定されてお
り、入学前の多くの准看護師は、指示の範囲で業務
を行うことが看護と捉えてきたのではないかと考え
る。このような教育的・法的背景を持った、10年以
上の経験を経てきた准看護師を対象とした同学看護
師２年課程（通信制）の教育では、根拠に基づいた
問題解決思考に重点をおいた学習方法や自己の体験
を振り返り再構成して理論的に裏付け、自己の考え
を構築するなどの帰納的学習方法を取り入れてい
る。今回の調査で「短期大学で学び看護に対する考
え方は変化したか」の質問で91.5％が「思う」と回
答しており、他の質問５項目でも「思う」が回答者
の75％以上である。また、自由記述の〈サブカテゴ
リ〉では〈根拠の意識化〉〈根拠に基づいた実践〉〈専
門職としての自覚〉〈看護観の変化〉〈知識の広がり
による自信ある行動〉〈仕事への責任感〉〈個別性を
重視した考え方〉の内容が多く見られた。このこと
は長尾らの卒業直後の調査で報告された看護に対す
る考え方の変化の内容3）と同様であり、卒業後１～
３年を経た卒業生においても根拠の意識化や、根拠
に基づいた実践、専門職としての自覚、看護観の変
化、知識の広がりによる自信ある行動などが維持・
継続されていることが確認された。このことから、
看護を系統的・理論的に学ぶことで、看護師として
の主体的な看護実践の意味が理解され、看護に対す
る意識の変化に繋がったのではないかと考える。
　さらに、「短期大学で学んで自信に繋がったか」「短
期大学で学んで対象の捉え方が変化したか」「短期
大学で学んで根拠のある看護実践を行えるように
なったか」の質問で80％以上「思う」と回答してい
ることにも示されていると考える。
　また、仲澤らの看護師２年課程の教育についての
報告は「長期の准看護師経験を持つ学生は、看護師
学校での学びの中で自分を客観視していた。さらに
考えることからわかる楽しさを実感し、知的好奇心
を刺激している」6）と述べている。看護師２年課程
（通信制）の同学において、10年以上の准看護師経
験を持ち、働きながら学び〈根拠の意識化〉〈専門
職としての自覚〉〈知識の広がりによる自信ある行
動〉〈向上心の深まり〉を実感していることと共通
していると考えられる。
　対象者の背景に関する質問「就業施設の種類」「就
業施設の病床数」「就業施設の移動」についての回
答から、卒業生は多くが200床未満の病院、診療
所・医院、訪問看護ステーション、老人福祉施設、
特別養護老人ホームに就業しており、未就業者は
2.2％であった。
　准看護師が看護師資格を得たことによって、それ
まで就業していた施設から他施設への移動をしてい
るものも多いと考えていたが、実際には約7割のも
のがその職場で就業しており、看護師として責務を
果たしていることが伺えた。
　また、筆者らの先行調査4）からも看護師確保が困
難な状況で、看護管理者の卒業生に対する役割期待
は高く、卒業生が貢献していると評価された。しか
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し、今回の７項目の質問の中で、「短期大学で学び
今後も看護の専門性を深めたいと思うようになった
か」については「思う」67.3％と最も低い結果を示
していた。このことは、同学で学び更に向上心を
もって専門性を深めようとするときに、卒業生の置
かれている条件として、年齢が50歳以上が20％であ
ることや、職場環境が医院・訪問看護ステーション
など人員が限られ多忙であること、家庭的に経済的
な負担が増えることなどがあると考えられる。
　「短期大学で学び患者との関り方や接し方が変化
したか」は「思わない」21％、「短期大学で学び根
拠のある看護実践を行えるようになったか」は「思
わない」18.0％、「短期大学で学び対象の捉え方は
変化したか」は「思わない」14.3％であった。この
ような「思わない」の結果から、10年以上准看護師
として働いてきた個々の学生の背景や、置かれてい
る環境を踏まえて、各看護学において対象の捉え方
や、根拠に基づいた問題解決の思考に重点をおいた
学習方法やきめ細かい指導が必要であるという示唆
を得た。
　今回の調査対象はひとつの教育機関の卒業生であ
り、看護師２年課程（通信制）教育全体を一般化し
たものではないことが本調査の限界であった。
結　　語
　今回の調査から看護師２年課程（通信制）の卒業
生は、同学で学んだことにより看護に対する意識に
変化があり専門職として意識を向上させ職場に定着
し、看護管理者の役割期待に応えていることが理解
できた。また、多くの同学卒業生は200床未満の病
院等地域に密着した施設に就業しており、看護サー
ビスの質の向上に寄与していることが伺えた。
　卒業生が「専門職業人として生きていくこと」つ
まり、看護師としての意識を持ち、それぞれの立場
や役割の中での経験が意味あるものとして価値づけ
られていることは、我々にとっても教育の成果と重
要性を再認識することに繋がり、これからの教育実
践への示唆を得た。
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